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水いぼ　どうしていますか？

★：“水いぼ” は、正式には伝染性軟属腫といい、

ウイルスの感染によっておこります。 

★症状：1～5ミリ大の丸くてツヤのあるブツブツで、

真中が少しくぼんでいます。 これをひっかいて

つぶすと広がったり人にうつしたりします。 

★治療 ： 
①ぬり薬 ； 色々試すことは

　 ありますが確実に治す塗

   り薬はありません。

②つまんでとる ； ピンセット

    でつまんでとり消毒して

    おきます。 全部とってもまた出来ることがあります。

③硝酸銀で焼く方法もあります。

④治るまで待つ ； 特別な治療をしなくても 1～ 2 年で

自然と治るので､泣かせてまで取り除かなくても

良いでしょう。

★プール､水遊びなど肌が触れ合うところでは感染

しやすいので注意して下さい。 タオルやビート板､

うきわの共有は避けましょう。 
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